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あ
な
た
は
、
ど
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
か
？

そ
し
て
、
ど
の
世
代
か
ら
、
何
を
学
び
ま
す
か
？

時代が変われば、経験も変わる。戦争から高度成長、そして平成の暮らしへ。わずか70年。

●
職
人
さ
ん
の
技
術
が
消
え
て
い
く
。

●
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　
生
活
の
知
恵
が
消
え
て
い
く
。

●
伝
統
の
風
習
や
家
並
が
消
え
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
で
起
こ
る
こ
と
。
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広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下

こ
の
頃
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
土
を
耕
し
、

暮
ら
し
は
土
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
施
行

戦
後
大
植
林
始
ま
る

テ
レ
ビ
放
送
始
ま
る

国
連
に
加
盟

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
登
場

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

マ
イ
カ
ー
時
代
本
格
化

三
種
の
神
器
新
3
C
時
代

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
登
場

石
油
シ
ョ
ッ
ク

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
1
号
店

王
貞
治
7
5
6
号
本
塁
打

宅
配
便
始
ま
る

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

フ
ァ
ミ
コ
ン
登
場

イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム

流
行
語
・
飽
食
の
時
代

ク
ー
ル
宅
急
便
始
ま
る

財
テ
ク
ブ
ー
ム

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
本
格
化

J
リ
ー
グ
開
幕

夕
張
炭
坑
閉
山

日
韓
W
杯

ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件

耐
震
強
度
偽
装
事
件

携
帯
電
話
普
及

京
都
議
定
書

（
地
球
温
暖
化
抑
止
）

缶
コ
ー
ヒ
ー
登
場

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
登
場

家
電
時
代
始
ま
る

戦
争
終
わ
る

　
（
三
種
の
神
器
／
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
）

薪とかまどの時代

未来社会

家庭電化・マイカーの時代

自然エネルギー・バイオ燃料・ハイブリッドの時代

石炭・薪・木炭

子どもたちが山や川、広場で遊んでいた時代

学習塾・スポーツ

原子力
電気・ガス・石油・ガソリン

風力・バイオマス・燃料電池
太陽光エネルギー

　
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
カ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
）

高度成長期（工業立国へ） 高度情報化・低成長期バブル期農業によって自給 敗戦混乱～復興期 安定成長期

●自然を活かし、自然に生かされる生活● ● ス ク ラ ッ プ ＆ ビ ル ド の 時 代 ● ●自然回帰・環境循環型社会・地域主義の時代●
※
自
分
の
世
代
、
両
親
の
世
代
、
祖
父
母
の
世
代
に
印
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
　
　
　
　
　
　
　 

）

初代ブルーバード310（昭和34年）
蓑と笠（農作業するときの雨具。ミノは背に、カサは頭にかぶります）

かまどで燃やす薪は、山から採ってきていました。電気製品といえば、電灯ぐらいのものでした。

唐箕（とうみ。風を送り、上から穀物を落として、実とカラを分ける農具）

そして、これからは？

の
り
し
ろ
1mm

でも変化の連続は、ライフスタイルの違いから世代間に大きなギャップを生んできました。

60　 平成2年　　　　 7　　　 12　　　  17　　　 22　　　  27　　　 32

クラブ・テレビゲーム・ケータイ・インターネットに時間をとられる時代

※データは、左右頁で分割しています。
※ノンブル1頁左側の帯および罫を、のりしろ分左へ1mm伸ばしています。


